
編集後記

■特集「視交叉上核発見から 50 年」ご覧いただけたことと思い
ます。企画を提案してくださった中村渉先生に感謝です。「発見

から 50 年」ということは、当然その前にそこにつながる研究が
あったわけです。長い歴史の上に立って、今日、研究をさせてい
ただいているのだと思うと、身の引き締まる思いです。私自身が

SCNの研究に携わり始めてから、幾ばくかの年月が流れています。
今回の特集で取り上げられた研究のある時期から以降は、リアル
タイムでその発表を目にしてきました。色々と思い返すと感慨深

いものがあります。
■本間さと先生の総説の図 4A にあるカスタムメイドの発光イメ
ージング装置。使わせていただいていました。あるとき、装置を

別の建物の実験室に移すことになり、解体・再組立てを行いまし
た。ご想像通り、再組立てに結構苦労しましたが、仕組みを理解
するいい機会となりました。図 4B の写真。左側手前に写ってい

るのは私です。左奥に立っているのは、おそらく榎木先生（現生
理研）。右端でスライサーを使っているのは小野先生（現名古屋
大）です。さすがに 10 数年程度では、みなさんの外見はそんな

に変わっていないようです。
■千葉先生の訃報に接し、2 つのことを思い出しました。ひとつ
は、奈良女子大学の大石研で使っていた「千葉くん」とラベルの

貼られたペン式のイベントレコーダーのこと。千葉先生の研究室
で使われなくなったものを「お借りした」と聞いていました。今
回の松本先生の追悼文に出てくる「CARPs」の導入が使われなく

なった理由だったであろうことが、初めてわかりました。もうひ
とつは、私が大学院生の頃、パリでの国際学会に参加したときの
こと。どういう訳か、千葉先生とご一緒させていただく機会が多

くありました。なかなかお茶目な方だなあという印象を持ったこ
とを覚えています。
(吉川)

■本稿は SCN 特集だけでなく実に多様な総説が入稿され、一方で

残念なお悔やみのお知らせが重なったことにより、過去最高の忙
しさを呈しましたが、その分、温故知新な号となりました。
■参加記などの執筆を 8 月の札幌シンポジウムで急遽依頼させ

ていただき、快くお引き受けいただいた先生方、本当にありがと
うございました。締め切りまで時間がない中、コロナ禍での開催
や現地の様子が良く分かる内容になっているかと思います。

■外国人の入国制限が大幅に緩和され、円安の影響を論文掲載費
用で痛感し、物価上昇のあおりを受けてスーパーで悩むことが多
くなった一方、徐々に日常が戻りつつある今日この頃。1 歳半に

なる娘が食事中ひたすら歩き回りまわり座ってくれない間、運動
中の食事は肝臓の時計にどれほど影響を与えるのか気になる今

日この頃でもあります。 
■12 月に宇都宮の学会で、例年より分厚い学会誌を手にした皆様

とお会いできますのを楽しみにしております。寒さが深まる時期
ですので皆様ご自愛ください。
（池上）

■６年間編集委員会委員長を務めさせていただきました。小説家

になることには挫折したのでいつか本をつくる仕事をしたいな
と思っておりました。こんな形で実現するとは思いませんでした。 
■編集委員には原稿の依頼、催促、査読者の選定、査読の依頼、

修正原稿の催促までお願いしてしまいました。また紙面構成や段
組みなどの煩瑣な編集作業をお願いしていた吉川先生、池上先生
には大変なご苦労をおかけしました。この方々のご協力、ご尽力

がなければ学会誌の発行にいたっていません。おかげさまでなん
とか恙無く任を終えることができそうです。
■執筆者には“できるだけ個人的なことの記述をお願いします”

とかなり無茶なこともお願いしました。結果、心ふるわせる文章
が次々と手元に集まりました。学会誌、全文を HP で公開してお
りますので“個人的なこと”を書くためには誹謗中傷や醜聞にな

らないぎりぎりの線を攻めていただくという名人技が必要です。
しかしただただ見事でした。
■時間生物学の分野で多くの業績を残された方々の訃報が届い

ております。親しい方に追悼文をお願いしました。千葉先生、今
回立ち上げた対談企画のリストの最初に名前があがっておりま
した。しかしコロナ禍のためにお会いすることができませんでし

た。草創期のお話を聞き取る機会を失ってしまいました。残念で
す。堀先生、研究に人生を捧げ多くの研究者を育てた方です。接
してこられた方の思いが溢れております。お互いを高め合うつな

がりに心打たれました。工藤先生、時間生物学への思いを残され
て旅立たれたのではないかと拝察いたします。無念ではなかった
かと。生きて研究ができることがいかに幸せなことか。

■ほとんどを編集委員に丸投げしていましたので私の功績は無
いに等しいのですが最後に対談企画を立ち上げることができま
した。先日、高橋清久先生にお話をお聴きしました。次号の掲載

になります。この企画についてはもう少し携わらせていただこう
と考えています。‟あの頃”の息吹に触れてそれを皆様にお伝え
したい。

■わがままを許していただいた学会員の方々に感謝申し上げま
す。またどこかでお会いしましょう（お前はどこにいくのだ？）。
（重吉）
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今号の表紙

Ai Hasegawa “HUMAN X SHARK” （2017-）

　「化粧品会社資生堂とのコラボレーション作品。女性を強くし、サメを魅惑する香水制作の可能性を探るリサーチプロジェクト。
　近くて遠い。人間と恋愛するのは骨が折れる。言葉を尽くしても、五感や行動で訴えても分かり合えない時がある。例えば犬の
方が人間より信用できる気がする。どうせ分かり合えないのならばいっそ人間から遠い、コミュニケーションの可能性が未知の生
物と繋がってみたい。例えば「サメ」と。 
　鮫はその漢字からも読み取れるように、魚類でありながら交尾器を持ち更には様々な繁殖様式を持つ。更にはある種のサメは有
性生殖も単為生殖も可能だ。人間もバイオテクノロジーの発展した未来では同性間での生殖や単為生殖も可能だと言われている。
私にとってサメは「未来のテクノロジーを使いこなす野性的で強い女性」を象徴する憧れの生物。今回はサメのメスに化ける為
に、特殊な材料を用いてオスザメを魅惑する香水をつくれるのか？という挑戦となった。」

詳しくはhttps://aihasegawa.info/human-x-sharkをご覧ください。

　長谷川愛は、先端的なテクノロジーが、社会や個人の在り方をどの
ように変える可能性があるのか、それをどのように受け止めるべきな
のかを、独創的な形で問い続ける貴重なメディア・アーティストだ。
バイオを巡るスペキュラティヴ・デザインの代表的な担い手として知
られ、本誌の表紙には2019年1号の”(Im)possible Baby”に続いて2回目
の掲載になる。敢えて一見荒唐無稽に見えかねない設定を構えつつも、
地道なリサーチを行い、その過程で様々な文脈を手繰り寄せながら斬
新な補助線を提示してきた。このプロジェクトでは、本大会の大会委
員長、飯郷雅之博士にも取材しており、ホルモンや生理活性物質に関
してディスカッションする様子も公開されている。
https://vimeo.com/240524990　

Ai Hasegawa アーティスト、デザイナー。生物学的課題や科学技術の進歩をモチーフに、現代社会に潜む諸問題を掘り出す作品
を発表している。2012年英国Royal College of Art, Design InteractionsにてMA取得。2014年秋から2016年夏までMIT Media Lab
にて准研究員兼大学院生。2017年から2020年東京大学ERATO特任研究員、2020年より京都工芸繊維大学および自治医科大学特任
研究員、2021年より愛知県立芸術大学特任教授。「（不）可能な子供/(im)possible baby」が第19回文化庁メディア芸術祭アート部
門優秀賞。森美術館、アルスエレクトロニカ等、国内外で多数展示。著書「20XX年の革命家になるには──スペキュラティヴ・
デザインの授業 」（BNN新社）など。
https://aihasegawa.info

（表紙編集担当：岩崎秀雄）




